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大
宮
盆
栽
村
を
開
村
し
た
清
大
園
や
蔓
青

園
、
薫
風
園
は
、
現
在
の
東
京
都
文
京
区
千
駄

木
の
団
子
坂
周
辺
で
営
業
し
て
い
た
盆
栽
園
で

す
。大
宮
に
移
転
す
る
前
の
盆
栽
園
の
様
子
は
、

盆
栽
専
門
誌
『
盆
栽
雅
報
』（
盆
栽
同
好
会
発

行
、
明
治
39
年
～
大
正
６
年
）
や
『
東
洋
園
芸

界
』（
東
洋
園
芸
会
発
行
、
明
治
41
年
～
大
正

７
年
頃
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
号
で

は
、
団
子
坂
時
代
の
薫
風
園
（
初
代
蔵
石
光
三

郎
）
や
清
大
園
（
二
代
清
水
利
太
郎
）
に
関
す

る
記
事
か
ら
、
盆
栽
園
に
よ
る
陳
列
会
の
活
気

が
江
戸
時
代
以
来
団
子
坂
の
名
物
と
し
て
人
気

を
博
し
た
菊
人
形
の
盛
衰
と
と
も
に
あ
っ
た
こ

と
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
早
い
時
期
の
記
事
と
し
て
、
明
治

39
年
11
月
10
日
発
行
の
『
盆
栽
雅
報
』
７
号
で

は
、
薫
風
園
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
盆
栽
同
好

会
の
陳
列
に
つ
い
て
、「
時
は
恰(

あ
た
か)

も

団
子
坂
は
菊
人
形
の
見
せ
物
興
行
中
で
、
女
子

供
の
遊
び
場
所
に
恰(

こ
う)

当(

と
う)

で
あ
る

為
め
、
夥(

お
び
た
だ)

し
き
人
出
あ
り
、
其
余

り
、
土
地
の
有
志
が
協
議
し
、「
永
久
に
都
の

一
名
所
た
ら
し
め
」、「
書
画
、
骨
董
、
瓶
花
、

盆
栽
の
風
流
を
味
ふ
と
同
時
に
真
正
の
煎
茶
道

を
興
し
て
、
新
た
に
一
名
物
の
盛
名
を
博
す
」

こ
と
を
目
的
に
、
薫
風
園
で
煎
茶
文
化
に
則
っ

波
は
同
好
会
に
も
及
び
て
、
会
員
以
外
の
来
観

者
が
頗
る
多
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、『
東
洋
園
芸
界
』
10
月
の
巻
（
明
治
41
年
11

月
20
日
）
で
は
、
前
月
に
開
催
し
た
薫
風
園
の

山
草
会
（
山
野
草
の
陳
列
会
）
に
つ
い
て
、「
折

柄
こ
の
日
団
子
坂
菊
人
形
の
会
場
に
相
当
せ
る

こ
と
ゝ
て
来
館
者
殊
に
多
」
か
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。明
治
40
年
前
後
の
秋
の
団
子
坂
は
、

菊
人
形
を
目
当
て
に
し
た
訪
問
者
が
多
く
、
そ

の
影
響
で
陳
列
会
も
賑
わ
っ
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

明
治
42
年
以
降
の
記
事
に
は
、
団
子
坂
下
の

各
園
を
会
場
と
し
た
月
例
の
盆
栽
や
書
画
、
骨

董
の
陳
列
会
（
楽
天
会
）
の
様
子
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、『
東
洋
園
芸
界
』
第
２
年
10

月
の
巻
（
明
治
42
年
10
月
20
日
）
に
よ
る
と
、

「
団
子
坂
な
る
楽
天
会
盆
栽
書
画
骨
董
陳
列
会

は
本
月
九
、十
両
日
各
自
々
園
に
、
盆
栽
書
画

を
陳
列
し
洽(

あ
ま
ね)

く
衆
庶
の
観
覧
に
供
」

さ
れ
、
清
大
園
や
、
陽
春
園
、
薫
風
園
、
古
松

園
、
苔
石
園
、
雲
樹
園
、
太
樹
園
、
草
樹
園
な

た
陳
列
を
行
う
月
例
の
「
談
娯
会
」
を
新
た
に

組
織
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
団
子
坂
の
菊
人
形
の
衰
退
に
つ

い
て
は
、
日
本
園
芸
中
央
会
が
刊
行
す
る
『
日

本
園
芸
雑
誌
』（
明
治
38
年
～
昭
和
20
年
頃
、『
日

本
園
芸
会
雑
誌
』

明
治
22
年
～
明
治

38
年
の
後
継
）
の

同
時
期
の
大
正
２

年
１
月
の
記
事
で

も
触
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ

る
と
、「
団
子
坂

の
菊
と
云
へ
ば
、

秋
季
行
楽
の
随
一

と
し
て
市
民
が
一

日
の
清
遊
を
擅
に

し
来
り
し
も
の
」

で
し
た
が
、
両
国

の
国
技
館
で
大
規

模
な
菊
花
壇
な
ど

の
催
し
が
行
わ
れ

た
こ
と
で
、「
昨

年
の
如
き
は
全
く

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
楽
天
会
は
薫
風
園
や
清

大
園
を
は
じ
め
と
し
た
盆
栽
園
だ
け
で
な
く
、

骨
董
家
も
参
加
し
、
20
園
以
上
で
開
催
す
る
こ

と
も
あ
り
、
時
に
は
陳
列
を
競
う
こ
と
も
し
て

い
ま
す
。『
盆
栽
雅
報
』
に
よ
る
と
、
明
治
44
年

８
月
と
９
月
、
明
治
45
年
新
春
に
開
催
し
た
会

で
は
、
特
に
薫
風
園
の
陳
列
が
賑
わ
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
大
正
時
代
に
な
る
と
、
団
子
坂
の

賑
わ
い
に
陰
り
が
見
え
始
め
ま
す
。『
盆
栽
雅

報
』
82
号
（
大
正
２
年
２
月
10
日
）
で
は
、
楽

天
会
に
つ
い
て
「
例
の
通
り
第
二
の
土
曜
日
曜

に
本
年
の
初
会
を
団
子
坂
下
薫
風
、
苔
石
其
他

各
自
園
で
開
催
し
た
が
、
何
れ
も
甚
し
く
振
は

な
い
、け
れ
ど
も
ま
あ
薫
風
園
が
一
番
で
あ
る
」

と
、
そ
の
不
振
ぶ
り
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
活
気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
団
子
坂
で

し
た
が
、
同
誌
83
号
（
翌
３
月
10
日
）
で
は
、

盛
り
返
し
を
図
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
団
子

坂
は
「
秋
の
菊
人
形
廃
滅
し
て
、
江
戸
の
名
残

の
一
名
所
ま
さ
に
亡
び
ん
と
す
る
折
柄
」
に
あ

団
子
坂
の
菊
人
形
の
催
し
は
廃
れ
果
て
廃
業
せ

ざ
る
を
得
」
な
い
状
況
に
な
り
、
菊
人
形
だ
け

で
な
く
植
木
業
を
や
め
る
者
も
い
た
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、『
日
本
園
芸
雑
誌
』
の
同
記
事
に
よ

る
と
、
地
価
高
騰
に
よ
る
広
い
敷
地
の
維
持
困

難
や
、
戸
塚
な
ど
の
郊
外
に
新
興
の
植
木
屋
が

生
ま
れ
た
こ
と
も
衰
退
の
要
因
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
期
に
結
成
さ
れ
た
談

娯
会
は
、
楽
天
会
と
連
合
し
て
翌
年
以
降
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
賑
わ
い
ぶ
り
を
伺
え

る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
団
子
坂
の
盆
栽
園

が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
雑
誌

か
ら
は
伺
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
菊
人
形
の
衰
退
と
共
に
陳
列

会
の
活
気
も
移
ろ
い
、
地
価
の
高
騰
や
新
興
勢

力
の
誕
生
と
い
っ
た
様
々
な
要
因
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
も
、
有
志
が
団
結
し
て
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
す
る
団
子
坂
の
姿
が
雑
誌
を
通
し
て

見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
調
査
研
究
を
進
め
る

こ
と
で
、
大
宮
盆
栽
村
に
移
転
し
た
盆
栽
園
の

東
京
時
代
の
姿
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
当
館
主
事　

立
石
見
雪
）

【
大
宮
盆
栽
村
１
０
０
周
年
に
向
け
た
研
究
ノ
ー
ト
】　

④
雑
誌
か
ら
見
る
団
子
坂
時
代
の
盆
栽
園
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